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　　　　　　　　1緒　言　　黙羅簾乏競欝騰箋鼎潔
　繭綜また1よ生糸より直接絹フ・Tプロインの薦折率n、’・　　極めて近いと考えられているから，ラミー一のn〃－nn

n・を測定することは・その拗囲を膠蔚するセリシソの影　　　がn〒－mに棚めて近似的であるとして取扱うことも

響によ嬉実上不磯である・これ1まセリシソ層醐じ　可能で競が謂轟フげ呵ンにこのよr、・・t，R取扱い力曳出

てフィプロイソのn〃・11⊥を測窺することになり・セ　　　来るかどうかは擬問であり絹綜のミセル配列度を知るう

リシンとフげ吋ンの綜合された働瑠らオtることに　ktrc・n’，－nCtの灘は極めて簸嬬蹴柑るものと

なるQこれをBecke怯により測避するときは・フィブ　　考えられる。

ロイソとセリシソの境界およびセリシソと浸液との境界　　　　本実験は練ll戒率と屈折率との閾係から，絹フィブロで

にBecke　lineが二電に珊・れるので・真のフィブT：イ　ンの。，一。、の1継を1泌めとして・行つたもの囎，

ソのn’・n・を測旋iするは極めて困難な問題であり・屈　　　る。

折率測定にさきだつて精練によりセリシソを溶解除去す　　　　本実験を行うに幽，たり終始御協力を職いた導内佐輪子

ること力泌要である・　　　　　　　　　氏にまた御校1垂脚易わつた蜘撒櫛尉して灘な翻1
小原氏’）は圧力精細こより120℃および160°Cで時「髄　 灘炎す。

変えて繭層糸を精練したのち夫々の屈折’率を測定し，複

屈折の阯嬬めており舗舗1氷よる影搬り温　　　　II奥験方法
度による影響の方が著しいことを述べている。しかし線　　　　1・精練方法並に試料

滅率の測燈がないためその詳細に関しては不明である。　　　　繭綜または生糸のセリシソ含唐割合は練獣率によつて

　荻原氏2）は繭糸構成の研究におし・て繭糸，生糸および　　　示すのが普通であるが，この練減繕をもつて精練樫度を

練絹の複屈折を測定．している。　　　　　　　　　　　　　判定することは厳密には適当でない。繭糸は蚕贔種別，

　筆者等3）はさきに石鹸精練，水練および圧力精練によ　　　繭厨部位別等により・焦糸ば煮繭熟度・繰緕湯温度等に

つて絹7aブμインの複屈折に差異を生ずるのは，糟練　　　よりセリシソ含有蟄を異にしているため・たとえ岡じ練

方法の違いにより精練程度が異なるためであろうという　　　減率であつても精練程慶は著しく異る場合が少くないQ

ことを指摘しておいた。これは酸およびアルカリによる　　　しかし同一繰糸条件の下で繰糸した生糸の練倣率は・極

加水分解によつて非晶質の流出により複屈折が著しく向　　　部的には差異があつても・ある程慶の畏さの区間では平

一ヒする‘S）ことから推定したものである。　　　　　　　　　均化されてほぼ間一の練減率を示すものと考えられる。

　絹フ1ブ戸イソは分子配列の極めてよい結晶性部分と，　　　本実験においては昭和29年度春本学部薩日工22×皮192

分子配列の悪い非晶部分とから構成され，その配合の妙　　　による座繰生糸を0・5％マルセル石鹸溶液ゆで約30分宛

により勝れた物理的諸性質を現わすものと解されてい　　　2回煮沸精練したのち，約0．06％アソモsヤ水申で数回

る。しかして絹フィブPtインの複屈折はその分子配列の　　洗浄し，更に約40°Cの微温湯および蒸溜水で各々数回

函数と考えられるか！，　L｝H，e通tC“til［1reされるntl　一・．は　瀞・脱水後風乾し無水鋤求めて細婦を馴i几た・

配列のよい結品部分と，配列の比較的悪い非晶峯1紛との　　　この練減率は上記生糸の・ヒリシン含有鐙を示すもので，

綜合効果として測定され結晶部分（あるいはミセル）の　　　本実験ではこの練減率を精練程度の蕪準とし，この試料
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鯛照殴した・　　　　　　　　葡瀞｛鮪うを・あた姓糸の賑の・・％，　‘a・％・）イ申
灘葡㈱麟の測餐慰騎ために勘瀞この温度と　蹴慌嫁まの状態で精練したものと，鱗張状態の

1醐と翻姫変化搬窃》練した・試料は上記生勅　ま輪埼昔練したもの，緯び繭糸のセリシ。を弟籾で機

2馴1職懸とし・略1灘本つつ鯛時に1撒しその　纐勺に肋取つものセ・ついて騎率の測蹴行｛、，次の

∫陶榊齢鶴つて1～撚搬とした。勧精練の月ヨ水量　第2・X・の結果を得’1’e。

孚1㈱脚゜°轍ある・繍網噺第・㍊張謙朋輪・び陵屈級化
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第職糟線鯉1縢件の藻異による纐麟（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7モ乙リシ’ンを｝留Uり取つプこ藤逝糸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1°・°　鯉轍精鰯・イブ可ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒｝一一『　　　　ユ‘）％イ申長精線尉・1　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31．5　．？9％伸騨轡1斗”

1・“ n・「n－・・

1，598網，544、10、053，

1，598置】　1，5445　　　0．0538

1，5992　1，544，，　　0，055藍⊃

1，5995　1，5441｝　　0．0557

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備考　以kの繁張精練｝試料斎凱繭糸・云k糸の内部歪の屑折
15°L‘C @28・9132・・136・945・847・1　　、綱、、尉欄。継㈱ぺる目1、勺で行つたも

劃塞豊L還：：1∵∵ll欝欝：灘糠鶴1繋

　2．　屈折率｝則定法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絹ツイプwインよηも良化してい為ものと考えら

n，、　t唄翻棚様B・ck・法により1購し淺液は　　オ【’る働囎f帳の測定を餌・ず糠勅樋も

a・一・－aノカ払ナフタリソ，丁宇テ齢よび・げ一薯肋崩：　　つ’σ就た・

2種を温合して各種屈折鄭の浸液を作り，光源嫡ナトリ　　　以．ヒの結果より幽らかなように機織的にセリシンを削

ウムランプを隙’た・測鱒の鋼蹴25～279（」の鯉目　り取つたものと，無緊張精練によるも蹉）との闇に鷹と

であつた・　　　　　　　　　　　んど複屈折の瀬は誌観、れず，10％L・o％1帳糊｛の
また試料の屈折率は主として剛吃試料について測つた　ものセこあつて僅かに複堀折蝋」上観るにすぎな砿こ

のであるが，練減率の増メこするにしたがつて吸醜性を減　　　の理由は肖1∫鞭）の伸暴凝國絹の薦野予率変化において，入

じ，そのためπ柚の値が向上し，砲接上ll較することは　　　工的に液状絹を牽引緻瀦窪化したものでも12倍～15借伸長

困難であるので欄の屈折率補正’tac’）により，隆師　 程度で屈折較イヒはほぼ限界値附近にまで逮し，このと

の値に換算するとともに無水試料としてntsD値には変　　　きの複屈折は天然吐糸フaプロイソの復囲折に極めて近、

化のないことを確かめたQ　　　　　　　　　」　　　　　似している。したがつてこの程度あるいはそれ以上に伸

　　　　　II正実験結果および考察　　　長されたものでも複騎の変化率鞭めて小さく・翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　折変化より伸長率を求めることは困難となる。このこと
本鍬における対駆の騎率および複屈折を灘す　から叛ても燃吐糸され耀。、ブ。イソは，ほぼ

るに批り繭紬よび生紺嚇弼1作鵬るい鹸　。の限界鰍近ま一（・、li申長されているものと叡られるカ、

継加どにより内部のフ・ブ゜似よある酸の帳　ら，たとえ精徽よつて内部歪醐撚れ収瓶たとし
赫えられ・セリシソによりそれが國定された撫す　てもその収榊極め礪かであり，またL2。耀度に伸長

姉ち内糠禦蔵した状態喘る7）・これが瀞によ　し備練しても，そ漁ど大き搬肪吸化は穿轍
りセリシソを溶解除去する際に膨潤し分子配列に7乱れを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きない。
生ずるとともに・内部歪は開放され乾燥によつて願よ　ま嬬報・・においてt旨撒ておいたよ5闘桶別，繭

翻鞭勢騨饗鷺菜1灘霧　解驚緬貧灘提桑婁糞畿艦勲
態とは分子醐において砦『噌錨のでわないかとの鯛　軸もここ焔る訳であろう．その畿の測定を示獣
を生じ次の実験を行つた〔，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次のようである。
　1．緊張精練による屈折率および複屈折の変化
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　　第3表　A）蚕品毬別フaブPイソの屈折率　　　　　液の屈折幽が測箆li寺の温度にょつて著し惚を化すること
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備考瓢乾試料による。測定Vlfit・tW．xix・’・25・C．．27・C　70～　A、。

　　　75％　R，　H．平均含紳・0．7，％　　　　　↑

　　　　　　！〆°か゜司’＼o
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　これは全試料を同・一精練浴申で同時に精練したもので　　　　5ε

あるから精練程度は全く同一であると考えられる。第13

表A）およびB）の・〃・n・，はいずオ蝿離試糎用い　　，。

て測定した結果であるため含水率の異る場合にはその影　　　　　2°　　SO　　4V　　SO　　G°　　7e　　se　　SO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一レ恥i㎞gof『　　　

lcu　　（嘱）

響をうけるから直接比較することは出来ないが，これを

欄の・）蹄輔正法によつて比働るときは，ほとん　　　第2図練榊と・〃磁・との際

ど全測定値が同一直線（等配列線）上に電なり，配列度　　　　第1図によつて明らかなように，練械率の増加ことも

の差異は極めて僅かである。　　　　　　　　　　　なつてn、は向上しn、は低下する。そしてrnh－lti＄，，

　また試料の含水率を屈折率補正法によつて推定すれば　　　とnis。　一一・n、との関係は，牽引凝固絹の場合と同様2：1

10～11％附近にあり・実測看直1Q・72％に極めてよく一致　　　の関係にあり，　ntsoと練瀕～率との問には何等のi変化も認

する。　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められない。この結果として第2図のよ5に練淑率の増

　さて以上の屈折率の僅かな差異をβecke法によつて語　　　加によりn〃　－n、は著しく向上し，練減率60～80％附

めることは相当数按術的に熟練を要することであり，浸　　　近でほ醸…定値0．067～O．068・附i近に逮し，それ以上で
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は1重にn〃一恥　の1氏”ドを見る。このことは簸者等りが　　　関係曲線から考えて明瞭な区分IJ；考えられず，連続的に

さきに酸およびアルカリによるカll水分解残溜物について　漸移しているものであろう。

屈折率変化を調：査したところと極めてよく近似してお　　　以ヒのことから最大複屈折な示す部分が，絹フイヅ；・

り，雀卿政折の∫醍大値1歌金く一・fkしていることは興味深　　　イン分子の理惣的完全謝列部分と考えられ，この部分の

し’o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ntt，P．⊥　は濫i補ll湖～分　（あるい1よミセル）　のnTt　nt　と庶

　かかる聚化は何に1東因するであろうかQ小原氏Ll）は精　　　　ぽ…・致していると推定するものである。

練と屈折率との関係において散乱ミセルの崩解溶出によ　　　　　またntStiの値が精緻程度の増’大によつても変化はみ

るものと推論しているが・筆暫等の結果によつてもこの　　　られず，常に一・箆に保たれてし・ることは，巡熱水の作用は

原齢裁られる・繊維の糊折は分子醐の磁と考　練騰ミ¢・増加すなわち絹・、ブr　・・rソの湘1とは宅継

えられるから・絹フ・ヅ剛扮子が完金にその繍軸　なi聯砺るが，絹・イカ・イソの剤繊粉の微糊舜

方向に平行配列しているとすれば・Becke法によつて得　　　造には何等の本質的変化をあたえるもので厭なく，絹糸

られる・htllxはミセル賜の1ユT…に撒し・精練　構造が鮒く眈いして姻な辮1勲有つていることt、’

にょつて11了一nCtの低下することはあつても向上するこ　　　物譜るものとして興昧藻い。したがつてかかる　nls，，変

とは考えられない。しかるに実際には第1図および第2　　化の偲められないことほ，分子配列のよい結品部分の

図のよ5な変化を示すことから・絹フaブμイソ分子が　　　nlsoも，分子幽列の悪い非結晶吝呂分のi¢tSf，もともに粗

完全に繊維軸方向に平行酬列しているのではなく・ある　　　等しいことな慮味し，化鎖組成などの関連においてもま

ものは榔馴1方向に・あるものは灘軸方離対し踊　 た興嫌顧1瞭；騒と思われる、、
搬の灘をもつて綱するが・その大紛醐綱勅　　さら｝。。．吸化に・。いて小　1て氏・・麟鞠。勲てet．

向鷹ぼ平榔醐しこの辮のΣ陶働ミn”鴫　　変化L，　t，、い燃べているが譲響籠・課で蠣榊の

として獅1されたと解さ泌・　　　　　　増力1！によつてイ邸している。もL．n．，カ…．“．く変化しない

しかしてこの分柵　ゆよい糊をよ欄柵を・肝1ならば絹・、ヅ叫蹴噸1搬騎イ本と叛ら泌が
醐の悪い柵は非繍1分をヲ戯猫ものであろう・こ　。．がfl・k下する・とか蝋櫛。は睾昌。，ブ1，．，iソは鋤

の・と縦勅x融あるい靴鞠研究1°）からも翻　性鰍すもので1よなも，蜘轍翻，ρ鰍姻己列鳳
に考えら泌ことであり講練あるし’麟瓢びアルカ　り献かも州殉眺糊折伽，」．1な鵜輔≒すものと考

リ1’1　」：る加紛解で得られる襯1囎は・駈の鰍か　勲方が妥当であり，・の・と酬糸がその‡鞭腕

らする紛子醐のよい糊喋合鯛棚なわち襯1紛　わち．一鰭魯姻折働繍納がr鮫二。ル下に曝と
の」縮体蝋昧しX線的に求めらオしる繍紛と醐　ならない・とからも1・・，以．ヒ嚇殊な醐を賄する。

らかに区別して教る必要軸る（4）（11）・　　　とが出瓢。

　したがつて精練程度が進むことによつて分子’配列の悪

い部分力洗きに溶出し，分子配列のよい綿部分の集合　　　　　摘　　要

体は精練に対し強い抵抗性をもつているため・その後順　　　　以上の実験結果を要約すれば

次溶出を来しn〃一恥が最大値に遠するのはかかる理　　　　（1）精練処理により縞フaプロインのミセル配列は一一・4

由によるものであろう・しかるにさらに精練程度が進め　　　般に低下すると考えられるが，無緊張状態で精練したも

ぱ・結晶部分の集合体の方向性に乱れ姓じ複屈撤低　のと，難精練したものとの問の醐折嚇緬めて僅

下を示すようになる・これはBecke法によるn・・t　n・　かである。これ｝ま液状絹のイ帳榊と複屈折の関鰍・お

の測定は大形の1　）13i・，すなわち欄・部分の測vaの場創こ　いて，液状縄イ帳限界値附近における複屈折の変化率が

はその集合体を試料とすることになり，集含体（巨視的）　　極めて小さいことから伸長限界附近のわずかな分子配列

を構成する個々の結晶部分（微視的）の方向性および均　　　の差異は複顧折測簸法の精度から見て，その尺度にかか

質性には全く変化の鋤られなし’ことは・X線的に翻　 らないので1よなかろうか。

されている13）。したがつてかかる複屈折の低下は試料の　　　（2｝蚕品種別，繭層部位別フィブP．インは，その生成

形態鮫化によ硯かけ上の聴であろうと思われる・　状態から考えて当然分子配列に齪があつて？1、　．）、、L、と考

また分子配列の悪い非晶部分と分子配列のよい結品部分　　　えられるにも関らず，複屈折によつてはその差異を懇め

との間の境界は，練減率と11t，，n、あるいはn，，－n、との　　ることは出来なかつた，このことは前項の原圃に基くも
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のと考えられる・　．　　　　　　　r9）小原駄郎畑本輪・報・2，（；7－7．1（1937）
　（3）精練搬を搬に進めると蹄局フィカ・イソの分　C1・）R．　B・IL・．1・Li・big・Ann，　Chem．4114，204（2923）

子謝列の悪い部分の溶と肢により，n〃は向上し，　nLは低　　　　1〈．　H．M】螂R．H，MARIc　l　Ber．　d，　d【）u　chem，

下してnli　－n・は急激に向上する・しかして練誠率〔io　　　　　　　　Ges　61，ユ932（1／1928）・

～80％附近に竣すれば・ゲ・・はほぼ…魁なり・そ　　S，G・、・DS｛）1・rMTDIi，1〈．　S’，、、。。，、　：　Li，bi裏；A。。　cl、em

れ以上の繍麟では遡こ櫛1折は低下する・この翻リヲi’　　　　　“，80，263（193〔，）

曝焔鯉舗雛醐部分（・セ・レあるいは欄1部　　M．B＿，。，N．c．　NI、、。。NN，J，．Bi。1．　ch、m．、22

分の集合体）のn・・一・nctとほ睡一致するものと考えら　　　　　577（1937）

れ・さらに精羅度礎んだ部分で複徽低下峨ず原　　商盲田粥ll・撚騰・d搬細腋舗1．　．1．tiL，（・947）

因は・繊の鰍処璽より至ll卿勺舩配列部分の形態　　村齢繍購5，2呂（・蜘

畷依よ観か肚吸化であろう・　　　　撒醜外一にに化53，・駅・1駒
㈲1¢1．1・は繍拠理にを漁縣にほ齢櫛凱艦す・　　∫蜘髄・「、｛化7r，11。05（ユ、954）

このことは精練温慶および精鱒1散」：つて鰍勒増　（11）潮qE徳・畷帖［駿繍轍脚X）1．（1｛1励

加させても絹フ・ブP・・iソの内｝尉ll髄には本質繊佃よ　㈹小脆太郎噸鵬雀による雛研究法P．225（1鋤

見られず，絹糸構遣の熱処理に対する安驚性を物藷るも　　（1：i）C．TR（・）t．IUM　．　1〈、　Ilicss　：　IBiocheni，2，　L）SO，376（1933）

のと考えられる。また分子酉己列の悪い部分のnls（，も酬

列のよい部分のnεs・も柑等しいことをも憲昧してい　　　　　　　　　　　Summary

る・　　　　　　　　　　　　　［1］he・w・iters　meas・recl　the　ch・i・ge　in　refracti，e　il、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dices　and　birefringence　of　silk　fi　broins　macle　by　de・・

　　　　　　　　　文　融　　　息U器m號翻鑑1。臨盤1°論b、，e－

（1｝小騰太郎書躰学欄ユ2・　（57～71（1”37）　・・・・…ce・f・・1k　f・b・・…㎜、d，　b，。。n・一・st，。，。hi。g　d，．

（2）荻原清治：日蚕誌15・11～17（］、f　‘I　Li一）　　・・mmi・．・・and・tr…hi・、・　d，g。mmi。駕i，　ve，y，m。ll，

〔3）石川専催田　均嚇大繊研趣31・3～・・6（・19・53）　2）The　d正ff，re。ce・i。，ef，、ctive　i。clice、　a。d　bi，e－4

（d）石川「博・窪田潤職椎学会秋期研究発嚢会（19戯）　f・i・g・nce・f・ilk　fib・・，i・s　f，。m　va，ietie、。f、ilkw。rm、

（5）P・H・HERMANs　：　C・ntibuti。n　t・the　phy・i・・　ancl　diff・蝋1・y・・s。f、。、。。。、　i、　t。。　s、n。IL　t。　b，

　　　　　　　　・fce11・1・se　Fibres　113（1946）　　　disti・gui・hecl，

　　A・F”m’一一W・ss・・・…1〈。II・id　Ch・m・ll・ih　23，　3）Th・・el・ti。n　b・・ween・n“，n．、。，　n、．。．　。nd

　　　　　　　　40（1927）　　　　　　　b・ili・g－・。ff　p・・centage　is　as　f。11。w、．

　　厚棚基’鵬三郎：工化4°・793（1937）　　Ai・・reaS・・i・・b・ili・g－・ff　percentag，　make、。、、，、hi、h

　　J・、M・PRE臼丁゜醗ans・Fa「aday　S・・－29・6「）（1933）・nd・…1・…d　cQ・・eq…tly　nt，－n，　bec・me・h・gh，

（6）石川’博’細潤礪熾研報5・97・“・Ol（・955）　b・t・th・・v・lue・f・n、，。　i、・、lw、ys　c。。，t、nt。

（7）鈴木三郎：畷誌19・407（1950）　　　　（L・b…t・・y・fSilk　T・・ti・g．　F。、。lty。f　T，。til。。。d

（8）石川博：鰍繊磯3・103～・・6（ユ953）　　S・ricult・・e，　Sh｛・・h・U・ive，sity．）


